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主
の
来
臨 

助
任
司
祭
ア
ン
ト
ニ
ー 

 

「
主
の
来
臨
」
を
待
ち
望
む
典
礼
季
節
が
待
降
節
と
い
う

こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
そ
こ
で
「
主
の
来

臨
」
は
何
を
さ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
主
の
ご
誕
生
で

し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
主
の
再
臨
な
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る

い
は
ほ
か
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。 
 

実
は
、
偉
大
な
る
聖
人
聖
ベ
ル
ナ
ル
ド
修
道
院
長
に
よ
る

と
、
「
主
の
来
臨
」
は
三
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
な

わ
ち
、
第
一
の
来
臨
は
主
の
ご
誕
生
で
あ
り
、
そ
の
時
主
は

赤
ん
坊
と
し
て
地
上
に
姿
を
お
見
せ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
第
二
の
来
臨
は
終
わ
り
の
日
の
主
の
再
臨
で
あ
り
、
そ

の
時
主
は
王
と
し
て
権
能
と
栄
光
を
帯
び
て
雲
に
乗
っ
て
再

び
地
上
に
こ
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
二
つ
の
来
臨
は
は
っ
き

り
見
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
第
三
の
来
臨
は
隠
さ
れ
て

お
り
、
目
に
見
え
な
い
も
の
と
い
う
の
で
す
。 

 

そ
し
て
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
主
キ
リ
ス
ト
は
第

一
の
来
臨
の
時
、
わ
た
し
た
ち
を
罪
か
ら
あ
が
な
う
い
け
に

え
の
小
羊
と
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
後
の
来
臨
の
時
、
主
キ

リ
ス
ト
は
わ
た
し
た
ち
を
復
活
さ
せ
、
永
遠
の
い
の
ち
を
与

え
る
た
め
に
現
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
聖
な
る
修
道
院
長

は
こ
の
第
一
の
来
臨
か
ら
最
後
の
来
臨
ま
で
の
間
を
結
ぶ
道

の
よ
う
な
も
の
を
第
三
の
来
臨
、
も
し
く
は
中
間
の
来
臨
と

呼
ん
で
い
た
の
で
す
。
こ
の
中
間
の
来
臨
に
お
い
て
、
主
キ

リ
ス
ト
は
わ
た
し
た
ち
の
憩
い
、
慰
め
と
な
ら
れ
る
と
い
う

の
で
す
。 

 

祈
り
の
時
、
善
い
業
を
行
う
時
、
秘
跡
を
受
け
る
時
、
そ

し
て
何
よ
り
ご
聖
体
を
頂
く
時
、
わ
た
し
た
ち
は
主
の
来
臨

を
体
験
す
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
体
験
は
わ
た
し
た
ち
を
主

の
栄
光
へ
と
導
い
て
く
れ
る
大
切
な
恵
み
な
の
で
す
。 

 

「
マ
ラ
ナ
・
タ
。
主
よ
、
来
て
く
だ
さ
い
」
を
心
か
ら
叫

び
な
が
ら
、
主
の
来
臨
を
待
ち
望
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

NO.５８６ １２月号 

 

平日のミサ時刻： 

月曜日・水曜日・木曜日・土曜日 午前７時 

第3土曜日 午前10時30分 子供のミサ（マリア館） 

火曜日 午後７時 

金曜日 午前１０時    初金曜日 午後7時 

聖体礼拝： 土曜日 午後５時30分 

主日のミサ時刻： 

土曜日 午後２時３０分 

日曜日 午前８時・９時３０分・午後６時 
Sunday Mass in English  9:30 am 

 (at the Maria Kan Hall) 

ベトナム語のミサ 第４日曜日 午後３時３０分  
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司
祭
団
よ
り 

ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
案
内
新
聞
折
り
込
み 

 

「
よ
う
こ
そ
南
山
教
会
へ
」
の
印
刷

物
が
残
り
２
百
部
ほ
ど
に
な
っ
た
の

で
、
内
容
を
更
新
し
た
う
え
で
印
刷
依

頼
す
る
。
先
回
５
千
部
作
製
で
10

万
円

ほ
ど
か
か
っ
て
い
た
が
、
業
者
を
変
え

て
３
万
円
程
度
で
済
み
そ
う
。
訂
正
が

あ
れ
ば
12

月
９
日
ま
で
に
知
ら
せ
て
ほ

し
い
。 

報
告
事
項 

 

救
急
法
講
習
会 

 

11
月
18
日
に
実
施
し
た
。
34
名
の
申

し
込
み
が
当
日
参
加
も
あ
り
45

名
の
出

席
で
活
発
な
講
習
会
と
な
っ
た
。
４
～

５
名
ひ
と
組
で
救
急
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作

の
指
導
を
受
け
た
。
来
年
も
行
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た 

信
仰
年
取
り
組
み
の
掲
示
板
掲
示
当
番 

 

当
番
表
の
発
表
を
行
っ
た
。
１
月
は

ヨ
セ
フ
会
、
２
月
は
マ
リ
ア
会
。
信
仰

年
終
了
の
11
月
ま
で
当
番
で
行
う
。 

 

教
会
外
の
方
を
お
誘
い
す
る
内
容

で
、
前
月
第
３
日
曜
日
ま
で
に
主
任
司

祭
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
。 

小
聖
堂
付
属
納
骨
室
建
設
委
員
会
よ
り 

  

近
隣
住
民
へ
の
承
諾
書
取
り
付
け
作

業
を
11

月
か
ら
行
っ
て
い
る
が
不
在
者

が
多
く
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。 

 

対
象
37

軒
の
う
ち
現
在
ま
で
に
同
意

取
り
付
け
は
14

軒
。
管
理
委
員
会
規
約

作
成
に
も
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。
規

定
・
募
集
要
項
・
申
込
書(

案)

は
12

月

８
日
の
建
設
委
員
会
で
検
討
さ
れ
る
。 

司
教
様
を
囲
む
新
年
の
集
い 

 

14

時
か
ら
司
教
ミ
サ
。
そ
の
中
で
新

成
人
祝
福
式
が
あ
る
。

16

時
か
ら

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
。 

 

大
勢
の
参
加
を
募
り
ま
す
。 

営
繕
委
員
会
よ
り 

 

マ
リ
ア
館
屋
上
通
路
タ
イ
ル
の
目
地

に
充
填
剤
注
入
。
そ
の
後
雨
漏
り
は
発

生
し
て
い
な
い
。
目
地
は
通
常
10

数
年

で
劣
化
し
亀
裂
が
入
る
。
マ
リ
ア
館
全

体
の
補
修
を
来
年
度
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
か
検
討
中
。 

 
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
外
側
階
段
修
理
に

つ
い
て
。
２
万
円
程
度
の
材
料
費
で
修

理
可
能
な
の
で
こ
こ
１
～
２
週
間
で
行

い
た
い
。
（
外
注
だ
と

13

万
円
か
か

る
。
） 

 

マ
リ
ア
館
階
段
の
照
明
ス
イ
ッ
チ
が

分
か
り
に
く
く
暗
い
と
危
険
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
ン
プ
の
あ

る
ス
イ
ッ
チ
に
変
え
る
な
ど
早
急
に
対

応
す
る
。 

名
古
屋
い
の
ち
の
電
話 

 

司
教
様
が
理
事
長
を
お
辞
め
に
な
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

審
議
事
項 

教
会
バ
ザ
ー
の
収
益
金
配
分 

 

収
益
金
の
分
配
原
案
や
備
蓄
品
購
入

へ
の
割
当
て
等
の
提
案
が
あ
っ
た
。 

 

災
害
備
蓄
品
へ
の
対
策
が
３
年
で
30

万
ほ
ど
か
か
る
の
で
、
今
年
は
10

万
円

を
準
備
金
に
充
て
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
残
り
の
収
益
金
を
前
年
度
に
な
ら

い
対
象
団
体
に
比
例
配
分
し
て
献
金
す

る
こ
と
を
全
員
で
同
意
し
た
。 

 

仮
設
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
設
営
費
用
が
毎

年
か
か
る
の
で
、
営
繕
委
員
会
で
恒
常

的
支
柱
設
置
な
ど
抜
本
的
な
対
応
を
検

討
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。 

 

バ
ザ
ー
の
反
省
に
つ
い
て
マ
リ
ア
会

か
ら
文
書
で
出
し
て
い
た
だ
き
次
回
へ

の
参
考
に
し
た
い
。 

ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
・
パ
ー
テ
ィ
ー 

年
末
年
始
ミ
サ
の
確
認 

22
・
23
日
共
同
回
心
式
の
た
め
に
告

解
台
４
脚
を
16

日
９
時
半
ミ
サ
後
に
聖

堂
２
階
か
ら
降
ろ
し
て
準
備
す
る
。
同

様
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
９
日
９
時

半
ミ
サ
後
に
セ
ッ
ト
す
る
。 

 

と
も
に
ヨ
セ
フ
会
が
主
に
奉
仕
す
る

が
、
信
徒
皆
様
の
協
力
を
願
い
た
い
。 

 

24
日
の
20

時
以
外
の
ミ
サ
の
ヨ
セ
フ

会
の
案
内
当
番
は
、
16

時
ミ
サ
を
含
め

当
番
割
り
当
て
は
済
ん
で
い
る
。 

 

25
日
10
時
・
19
時
ミ
サ
案
内
当
番
は

未
定
の
た
め
今
後
ヨ
セ
フ
会
で
段
取
り

す
る
。 

 
23
日
９
時
半
ミ
サ
後
と
24
日
16
時
ミ

サ
後
に
、
教
会
学
校
の
こ
ど
も
た
ち
に

よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
劇
を
聖
堂
で
行
う
予

定
。 

 

パ
ー
テ
ィ
ー
の
持
ち
寄
り
の
う
ち
飲

み
物
は
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
か
ら
寄

付
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

パ
ー
テ
ィ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の

案
内
に
一
部
間
違
い
が
あ
っ
た
の
で
、

次
週
の
し
お
り
に
も
う
一
度
挟
み
込
む

こ
と
に
な
っ
た
。 

 

年
末
・
年
始
ミ
サ
の
案
内
担
当
は
集

ま
っ
た
方
で
対
応
す
る
。 

２
０
１
３
年
度
各
会
予
算
案 

予
算
案
に
つ
い
て 

 

来
年
１
月
半
ば
に
管
区
へ
提
出
の
関

係
上
、
12

月
末
ま
で
に
提
出
い
た
だ
く

よ
う
財
務
委
員
長
か
ら
各
会
へ
要
請
が

あ
っ
た
。 

小
聖
堂
付
属
納
骨
室
建
設
委
員
会
・
管

理
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
募
集 

 

計
画
か
ら
実
行
段
階
へ
移
る
の
に
伴

い
、
事
務
処
理
が
煩
雑
に
な
る
た
め
新

し
い
納
骨
堂
管
理
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が

必
要
に
な
る
。
簿
記
会
計
に
長
け
て
い

る
方
が
望
ま
し
い
。
信
徒
の
中
か
ら
広

く
募
り
た
い
。 

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置 

 

来
年
度
予
算
で
行
う
こ
と
を
確
認
し

た
。 

各
会
報
告 

マ
リ
ア
会 

 

11
月
９
日 

神
父
様
と
会
員
54
名
に

て
半
田
教
会
巡
礼
と
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
へ
行
っ
て
来
た
。 

典
礼
委
員
会 

11

月
４
日 

９
時
半
の
ミ
サ
で
、
死
者

の
月
を
記
念
し
南
山
教
会
の

亡
く
な
ら
れ
た
信
徒
と
先
祖

の
た
め
に
祈
っ
た
。 

 

第
８
回
運
営
委
員
会 
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11

月
11

日 

典
礼
委
員
会
、
七
五
三
の

祝
福 

11
月
25
日 

天
使
ミ
サ
・
入
門
式 

12
月
22
・
23
日 

共
同
回
心
式
。 

12
月
24
日 

降
誕
祭 

夜
半
ミ
サ 

 
 
 
 

 

16
時
、
20
時
、
24
時
。 

12
月
25
日 

降
誕
祭 
日
中
ミ
サ 

 
 
 
 

 

10
時
、
19
時
。 

12
月
31
日 

感
謝
ミ
サ 

23
時
。 

１
月
１
日 

新
年
ミ
サ 

10
時
。 

信
徒
協 

 

11
月
24

日
に
白
浜
神
父
様
に
よ
る
講

演
会
を
行
っ
た
。
80

名
の
参
加
が
あ
っ

た
。 

広
報
委
員
会 

 

11

月
４
日 

札
幌
市
真
駒
内
教
会
に

て
「
ロ
ー
マ
か
ら
届
い
た
小
さ
な
宝
物

展(

ミ
ニ
バ
チ
カ
ン
展)

開
催
。 

教
会
学
校 

 

11
月
11

日 

七
五
三
パ
ー
テ
ィ
ー
を

９
時
半
ミ
サ
後
に
行
っ
た
。 

 

11
月
18
日 

12
月
に
行
う
聖
劇
の
た

め
の
練
習
を
始
め
た
。 

 

12

月
９
日 

聖
霊
病
院
に
入
院
さ
れ

て
い
る
方
々
へ
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を

も
っ
て
訪
問
予
定
。 

 

12
月
16

日 

マ
リ
ア
館
ホ
ー
ル
に
て

子
ど
も
た
ち
の
聖
劇
の
予
定
。 

青
年
会 

 

12

月
９
日 

ニ
コ
司
祭
と
共
に
馬
小

屋
を
製
作
す
る
。 

 

12
月
16
日 

17
時
よ
り
マ
リ
ア
館
２

階
で
青
年
会
忘
年
会
開
催
。 

 

12
月
15

日
教
区
の
キ
リ
ス
ト
教
一
致

勉
強
会
に
メ
ン
バ
ー
で
参
加
予

定
。 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

 

12

月
16

日 

13

時
～ 

マ
リ

ア
館
ホ
ー
ル
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

行
う
。 

 

12

月
24

日 

20

時
ク
リ
ス
マ

ス
ミ
サ
の
駐
車
場
整
理
の
手
伝
い

を
行
う
。 

 

１
月
13
日 

新
春
も
ち
つ
き
大

会
開
催
を
計
画
し
て
い
る
の
で
是

非
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
１
月
25

～
27

日 

岐
阜
県
朴

の
木
平
高
原
で
１
泊
半
で
ス
キ
ー

訓
練
合
宿
を
予
定
。 

  

次
回
は
１
月
６
日 

 

12

月
16

日
ミ
サ
後
の
各
会
紹

介
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

 寄  付  先 2011年 2012年 対2011係数 2012年調整後金額 

ダルク 100000 75600 0.756 ¥76,000 

いのちの電話 50000 37800   ¥38,000 

福信館 50000 37800   ¥38,000 

社会福祉委員会 30000 22680   ¥23,000 

車イスセンター 30000 22680   ¥23,000 

AJU自立の家 60000 45360   ¥45,000 

障害者の集い 30000 22680   ¥23,000 

名古屋マック 40000 30240   ¥30,000 

ヴェトナム・ストリートチルドレン 30000 22680   ¥23,000 

ﾛｺﾞｽ点字図書館(ブドウの木) 20000 15120   ¥15,000 

ｹﾞﾏｲﾝﾀﾞｰﾊｳｽ 50000 37800   ¥38,000 

ｶﾄﾘｯｸ障害者連絡会を支える会 30000 22680   ¥23,000 

名古屋教区障害者連絡会 60000 45360   ¥45,000 

RASAの会 75000 56700   ¥57,000 

聖霊ホスピス 100000 75600   ¥76,000 

          

寄付金合計 755000 570780   ¥573,000 

災害対策金 20641 102484   ¥100,264 

シート設置費用   63000   ¥63,000 

寄付金+対策金+設置費用合計 775641 736264   ¥736,264 
          

収益金合計 775641 736264   ¥736,264 

救急法講習会（11月18日） 
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B
・
ノ
ヴ
ァ
ク
神
父 

 

３ 

「
主
は
聖
霊
に
よ
っ
て
や
ど

り
、
お
と
め
マ
リ
ア
か
ら

生
ま
れ
（
た
）
。
」 

 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
マ
リ
ア

の
胎
内
に
懐
妊
さ
れ
た
こ
と
は
、
聖

三
位
の
一
者
で
あ
る
御
子
が
人
間
に

な
っ
た
神
秘
、
つ
ま
り
、
父
で
あ
る

神
と
同
じ
神
性
を
所
有
し
て
お
ら
れ

る
御
子
が
人
間
性
を
と
ら
れ
た
神
秘

な
の
で
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が

マ
リ
ア
の
胎
内
で
神
ご
自
身
で
あ
る

聖
霊
に
よ
っ
て
宿
ら
れ
た
と
は
、
マ

リ
ア
の
生
み
の
子
で
あ
る
イ
エ
ス
に

は
、
父
で
あ
る
神
以
外
に
父
親
が
い

な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
「
み
こ
と

ば
は
肉
と
な
ら
れ
た
」
（
ヨ
ハ
1
・

14
）
と
い
う
福
音
記
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の

言
葉
に
基
づ
い
て
、
こ
の
神
秘
は
、

「
受
肉
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
御

子
の
受
肉
に
つ
い
て
考
え
る
と
き

に
、
勘
違
い
を
し
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
何
か
と
い
う

と
、
御
子
は
人
間
性
を
と
ら
れ
て
、

有
限
の
人
間
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
神
性
を
失
っ
て
、
無
限
の
神
で

は
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
御
子
は
、
神
性
を
失
う

こ
と
な
く
、
人
性
を
担
わ
れ
た
の
で

す
。
と
同
時
に
、
御
子
は
人
間
性
を

受
け
て
、
そ
れ
を
神
聖
な
も
の
に
さ

れ
た
と
か
、
ま
た
、
他
の
方
法
に

よ
っ
て
、
一
般
の
人
間
が
所
有
し
て

い
る
人
間
性
よ
り
も
優
れ
た
も
の
に

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
御
子
は
マ
リ
ア

の
胎
内
に
宿
ら
れ
た
と
き
か
ら
、
真

の
神
で
あ
り
な
が
ら
、
真
の
人
間
で

す
。
御
子
と
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

は
、
同
じ
ペ
ル
ソ
ナ
、
同
一
の
方
で

す
の
で
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
理

性
的
魂
と
肉
体
と
か
ら
成
る
真
の
人

間
で
あ
る
と
同
時
に
、
真
の
神
で
あ

る
、
人
間
性
に
お
い
て
、
罪
を
除
い

て
（
ヘ
ブ
4
・
15
）
私
た
ち
と
同

一
実
体
で
あ
る
と
と
も
に
、
神
性
に

お
い
て
神
で
あ
る
父
と
同
一
実
体
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
第
５
番

目
の
公
会
議
で
あ
る
５
５
３
年
の
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
会
議
は
、

『
聖
三
位
の
一
者
で
あ
る
わ
た
し
た

ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
は
唯

一
の
自
立
存
在
（
ま
た
は
ペ
ル
ソ

ナ
）
だ
け
が
存
在
す
る
』
と
宣
言
し

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
キ
リ
ス
ト

の
人
性
に
お
け
る
す
べ
て
は
、
単
に

奇
跡
に
と
ど
ま
ら
ず
、
苦
し
み
も
、

死
さ
え
も
、
そ
の
固
有
の
主
体
で
あ

る
神
的
ペ
ル
ソ
ナ
に
帰
す
べ
き
で

す
。｢

肉
に
お
い
て
十
字
架
に
つ
け

ら
れ
た
か
た
、
す
な
わ
ち
、
わ
た
し

た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、

真
の
神
、
栄
光
の
主
、
聖
三
位
の
一

者
で
す
』｣

。
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
カ
テ
キ
ズ
ム
４
６
８
） 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て

神
性
と
人
間
性
が
ど
の
よ
う
に
結
ば

れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
神
秘

的
で
す
の
で
、
最
終
的
に
完
全
な
理

解
は
不
可
能
で
す
が
、
受
肉
の
目

的
、
ま
た
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
ご

自
身
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
、

そ
の
関
係
に
つ
い
て
教
会
が
教
え
る

幾
つ
か
の
こ
と
を
意
識
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

御
子
は
、
受
肉
の
神
秘
的
な
結

合
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
間

性
を
消
滅
し
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

キ
リ
ス
ト
の
知
性
と
意
志
の
働
き
、

ま
た
、
人
間
的
肉
体
の
ま
ぎ
れ
も
な

い
現
実
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
「
神
の
御
子
が

担
わ
れ
た
こ
の
人
間
的
魂
は
、
真
の

人
間
と
し
て
の
知
識
を
備
え
て
い
ま

す
。
人
間
的
な
も
の
で
あ
る
こ
の
知

識
に
は
限
界
が
あ
り
、
時
空
の
中
で

存
在
す
る
も
の
と
し
て
、
具
体
的
状

況
に
従
っ
て
機
能
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
神
の
御
子
は
人
間
と
な
っ

て
、
「
知
恵
が
増
し
、
背
丈
も
伸

び
、
神
と
人
と
に
愛
さ
れ
」
（
ル
カ

2
・
52
）
る
こ
と
を
受
け
入
れ
た

ば
か
り
か
、
人
間
で
あ
る
以
上
、
経

験
に
よ
っ
て
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
尋
ね

た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

人
間
の
条
件
に
従
い
ま
し
た
。
」

（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム

４
７
２
）
同
時
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
は
、
み
こ
と
ば
と
一
つ
に
な
っ

て
い
た
わ
け
で
す
の
で
、
神
に
ふ
さ

わ
し
い
こ
と
を
知
る
こ
と
、
特
に
啓

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
父
で

あ
る
神
ご
自
身
の
こ
と
や
、
神
の
救

い
の
計
画
を
知
る
こ
と
と
、
そ
れ
を

表
わ
す
こ
と
も
で
き
た
の
で
す
。 

神
性
と
人
間
性
と
い
う
二
つ
の

本
性
を
所
有
し
て
い
た
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
は
、
「
本
性
上
二
つ
の
意
志

と
二
つ
の
働
き
、
す
な
わ
ち
、
神
と

し
て
の
本
性
と
人
と
し
て
の
本
性
に

よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
意
志
と
働
き
を

 
使
徒
信
条
の
解
説
（
３
） 
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 持
っ
て
い
ま
す
が
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
二
つ
の
意
志
と
働
き
は
協
調
し

て
、
対
立
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
人
と
な
ら
れ
た

み
こ
と
ば
は
、
わ
た
し
た
ち
の
救
い

の
た
め
に
御
父
と
聖
霊
と
と
も
に
神

と
し
て
決
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
こ
と

を
、
御
父
へ
の
従
順
か
ら
人
間
と
し

て
の
意
志
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ

た
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
の
人
間
と
し

て
の
意
志
は
「
神
と
し
て
の
意
志
に

従
い
、
抵
抗
も
反
対
も
せ
ず
、
か

え
っ
て
、
こ
の
全
能
の
意
志
に
従
属

し
て
い
ま
す｣

。
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
４
７
５
） 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
体
は
、
真

の
人
間
の
体
で
す
の
で
、
そ
れ
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
イ
エ
ス
は
、
私

た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
疲
れ
る
こ
と

や
苦
し
む
こ
と
が
あ
っ
た
し
、
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

年
を
取
る
に
つ
れ
て
、
体
力
が
衰

え
、
い
つ
か
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
同
時
に
、
「
教
会

は
、
イ
エ
ス
の
肉
体
に
お
い
て｢

本

来
見
え
な
い
か
た
で
あ
る
神
が
わ
た

し
た
ち
の
目
に
見
え
る
も
の
と
な
ら

れ
た｣

こ
と
を
つ
ね
に
認
め
て
き
ま

し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
肉
体
の
個
人
的

特
徴
は
神
の
御
子
の
神
的
ペ
ル
ソ
ナ

を
表
し
て
い
ま
す
。
神
の
御
子
は
ご

自
分
の
人
間
と
し
て
の
か
ら
だ
の
特

徴
を
ま
っ
た
く
わ
が
も
の
と
さ
れ
た

の
で
、
聖
画
像
に
表
さ
れ
た
そ
れ
を

崇
敬
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
神
の
御
子
の
聖
画
像
を
崇
敬
す

る
信
者
は
、
『
そ
れ
に
表
現
さ
れ
て

い
る
か
た
を
崇
敬
し
て
い
る
』
の
で

す
。
」
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ

キ
ズ
ム
４
７
７
） 

 

ニ
ケ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ

ル
信
条
に
従
っ
て
、
私
た
ち
が
宣
言

し
て
い
る
通
り
に
、
御
子
が
人
間
に

な
っ
た
の
は
、
「
私
た
ち
人
類
の
た

め
、
ま
た
、
私
た
ち
の
救
い
の
た

め
」
な
の
で
す
。
人
間
を
救
う
と

は
、
罪
に
よ
っ
て
神
か
ら
離
れ
て
い

て
、
自
分
の
力
だ
け
で
は
戻
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
間
を
神
と
和
解
さ
せ

る
こ
と
で
す
。
こ
の
意
味
で
の
救
い

を
実
現
す
る
た
め
に
イ
エ
ス
は
、
神

の
愛
を
現
す
こ
と
に
よ
っ
て
私
た
ち

を
神
の
も
と
へ
と
引
き
寄
せ
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
ご
自
分
の
生
き
方

に
よ
っ
て
、
神
へ
の
道
、
つ
ま
り
神

の
意
志
に
適
う
た
め
に
、
神
と
の
一

致
に
導
く
愛
に
根
差
す
生
き
方
の
模

範
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
神

の
御
独
り
子
は
、
受
肉
に
よ
っ
て
ご

自
分
に
お
い
て
神
性
と
人
間
性
を
結

び
ま
し
た
が
、
ご
自
分
の
十
字
架
上

の
完
全
な
愛
の
い
け
に
え
に
よ
っ
て

こ
の
結
合
を
完
成
さ
せ
、
永
遠
に
切

れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
に
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
、

私
た
ち
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と

結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
ご
自

身
と
結
ば
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
、
教

会
が
カ
テ
キ
ズ
ム
で
教
え
て
い
る
通

り
に
、
「
み
こ
と
ば
が
人
と
な
ら
れ

た
の
は
、
わ
た
し
た
ち
を
『
神
の
本

性
に
あ
ず
か
ら
せ
る
』
（
二
ペ
ト
ロ

１
・
４
）
た
め
で
す
。
『
み
こ
と
ば

が
人
と
な
ら
れ
、
神
の
御
子
が
人
の

子
と
な
ら
れ
た
の
は
、
人
が
み
こ
と

ば
に
結
合
す
る
こ
と
で
神
と
親
子
の

縁
を
結
び
、
神
の
子
と
な
る
た
め
』

（
聖
イ
レ
ネ
オ
）
で
あ
り
、
『
神
の

子
が
人
と
な
ら
れ
た
の
は
、
わ
た
し

た
ち
を
神
と
す
る
た
め
な
の
で
す
』

（
聖
ア
タ
ナ
シ
オ
）
。
『
神
の
ひ
と

り
子
は
、
わ
た
し
た
ち
が
ご
自
分
の

神
性
に
あ
ず
か
る
こ
と
を
望
み
、
わ

た
し
た
ち
の
本
性
を
受
け
入
れ
て
人

と
な
り
、
人
間
が
神
と
な
る
よ
う
に

な
さ
い
ま
し
た
。
』
（
聖
ト
マ
ス
・

ア
ク
ィ
ナ
ス
）
」
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
４
６
０
） 

（
つ
づ
く
） 

 
 
 
 
 
 
 

伊
藤 

宗
太
郎 

 

去
る
10

月
14

日
ボ
ー
イ
97

団
で

は
小
さ
い
カ
ブ
ち
ゃ
ん
や
ビ
ー
バ
ー

ち
ゃ
ん
達
十
数
名
を
引
き
連
れ
て
、

例
年
恒
例
の
盲
導
犬
募
金
を
行
っ

た
。
凛
々
し
い
ス
カ
ウ
ト
の
制
服
姿

で
東
別
院
前
の
広
場
に
陣
取
っ
て
、

「
盲
導
犬
募
金
に
協
力
し
て
下
さ

い
！
」
と
可
愛
い
声
を
張
り
上
げ

た
。
道
行
く
人
々
は
小
さ
な
子
ど
も

達
の
い
じ
ら
し
い
姿
に
目
を
細
め

て
、
喜
ん
で
募
金
箱
に
お
金
を
入
れ

て
頂
い
た
。
お
陰
さ
ま
で
、
一
時
間

余
で
一
万
二
千
余
円
ほ
ど
が
集
ま
っ

た
。
や
は
り
ス
カ
ウ
ト
の
制
服
姿
は

募
金
効
果
に
絶
大
で
、
「
眼
と
な
れ

愛
の
盲
導
犬
募
金
」
に
感
謝
！ 

 

募
金
の
帰
り
道
に
は
、
子
ど
も
達

は
栄
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
て
い
た
「
動
物
ふ
れ
あ
い
広

場
」
に
参
加
。
可
愛
い
犬
、
猫
、
ウ

サ

ギ
、
山

羊

達

に

手

で

触

れ
、

キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
と
喜
ん
で
い
た
。
最

後
に
は
、
折
り
紙
で
犬
を
折
り
、
お

土
産
に
持
っ
て
帰
っ
て
来
た
。
オ
モ

シ
ロ
カ
ッ
タ
ね
！ 

盲
導
犬
募
金 

ビ
ー
バ
ー
・
カ
ブ
ち
ゃ
ん
大
活
躍 
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梅
村
祥
子 

 

中
高
生
会
は
11

月
11

日
（
日
）
に
、

ア
ン
ト
ニ
ー
神
父
様
の
指
導
に
よ
る

「
手
作
り
う
ど
ん
」
に
挑
戦
し
ま
し

た
。 

 

11

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
強

力
粉
と
水
と
み
ん
な
の
手
で
、
太
め
、

細
め
、
堅
め
、
柔
ら
か
め
と
さ
ま
ざ
ま

な
麺
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
保
護
者

の
方
が
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
う
ど
ん

汁
で
お
い
し
く
い
た
だ
い
た
後
、
ボ
ー

リ
ン
グ
に
行
き
ま
し
た
。 

 

以
下
は
み
ん
な
の
感
想
で
す
。 

 

「
粉
か
ら
練
り
、
伸
ば
し
、
細
く
切

り
、
茹
で
る
と
全
て
の
工
程
を
経
験
で

き
、
皆
で
食
べ
た
お
う
ど
ん
の
美
味
し

さ
は
格
別
で
し
た
。
」 

 

「
手
作
り
感
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

自
分
た
ち
で
作
っ
た
う
ど
ん
の
味
は
格

別
だ
っ
た
。
」 

 

「
思
っ
た
よ
り
作
る
の
が
む
ず
か
し

か
っ
た
け
れ
ど
、
が
ん
ば
っ
た
お
か
げ

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
た
。
」 

 

大
地
の
実
り
に
人
間
が
手
を
加
え
る

と
こ
ん
な
に
美
味
し
い
も
の
が
で
き
あ

が
る
こ
と
を
体
験
で
き
た
こ
と
に
感

謝
。 

11
月
4
日 

 
 

カ
ト
リ
ッ
ク
真
駒
内
教
会
に
て 

 
感
動
し
ま
し
た
。
改
め
て
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
と
し
て
生
き
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
幸
せ
を
思
い
感
謝
し
ま
す
。
A
さ
ん 

 

来
日
な
さ
っ
た
時
は
遠
く
か
ら
お
会

い
し
ま
し
た
が
、
今
日
は
身
近
に
、
直

接
お
会
い
し
た
感
じ
が
い
た
し
ま
し

た
。
も
う
一
度
、
ヨ
ハ
ネ･

パ
ウ
ロ
二
世

前
教
皇
様
の
伝
記
を
読
ん
で
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

K
さ
ん 

 

本
当
に
見
ご
た
え
が
あ
り
、
素
晴
ら

し
か
っ
た
。 

 
 
 
 

 
 

T
さ
ん 

 

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
と
て
も
身

近
な
存
在
に
感
じ
ら
れ
る
パ
パ
様
で
し

た
。
何
故
で
し
ょ
う
か
、
涙
が
こ
み
上

げ
て
来
る
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
の

優
し
さ
暖
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 

I
さ
ん 

 

あ
ら
た
め
て
ヨ
ハ
ネ･

パ
ウ
ロ
二
世
の

偉
大
さ
を
知
り
ま
し
た
。 

 

S
さ
ん 

 ボーイスカウトの新春餅つき大会 
 

日 時 ２０１３年１月１３日 （日）                 

午前１０時～お昼まで 

場 所 南山教会  中 庭   
 

餡ころ餅 キナ粉餅 雑煮など 

食べ放題 

どなたでも参加できます 

餅つきの実演も参加して下さい 
 

主 催  

ボーイスカウト名古屋９７団 

 
中
高
生
会
秋
の
行
事 

ロ
ー
マ
か
ら
届
い
た
小
さ
な
宝
物
展 

 
 

 
 
(

ミ
ニ
・
バ
チ
カ
ン
展)
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く
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冬
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ネ
福
音
こ
ゑ
に
し
て 
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故
郷
の
れ
ん
げ
夢
見
て
種
を
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美
智
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の
音
色
シ
ョ
パ
ン
の
調
べ
秋
の
宵 

紀 
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ひ
よ
ど
り
の
声
の
零
る
る
桂
の
木 

佑 

子 

ボ
ヘ
ミ
ア
の
グ
ラ
ス
の
上
に
秋
光
る 

瑞 

子 

愛
を
説
く
若
き
司
祭
や
冬
薔
薇 

せ
つ
子 

老
い
ぬ
れ
ば
ほ
ど
ほ
ど
が
良
し
秋
の
空 

牧 

子 

 

毎
月
第
一
水
曜
日
午
後
一
時
半 

マ
リ
ア
館
二
階
集
会
室 

 
教会典礼歴 南山教会行事 各会活動 教区行事・その他 

12
月 

 2(日)待降節第一主日 
 8(土)無原罪の聖マリア 
25(火)主の降誕 
30(日)聖家族 

 6(木)ニコ師霊名の祝日 
22・23(土日)共同回心式 
24(月)主の降誕の前夜ミサ 

日英合同ミサ(20:00) 

21:30ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨ 
25(火)主の降誕ミサ 
31(月)23:00旧年感謝ミ

サ･新年の祝福 

  2(日)運営委員会 
  7(金)マリア会例会(懇談会) 
  9(日)典礼委員会 
 9(日)ヨセフ会班長会 
15(土)要約筆記付きミサ 
16(日)ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄｸﾘｽﾏｽ会 
16(日)教会学校ｸﾘｽﾏｽ会 
22(土)子ども部屋ｸﾘｽﾏｽ会 

  2(日)宣教地司祭育
成の日(献金) 

 6(木)司祭協議会 

1
月 

 1(火)神の母聖マリア・
世界平和祈願日 

 6(日)主の公現 
14(月)主の洗礼 

 1(火)10:00新年平和ミ
サ・成人式 

 (日)管区に予算書提出 
20(日)子供のミサ 

  6(日)運営委員会 
  6(日)教会学校・中高生会始業式 
13(日)典礼委員会 
13(日)新春餅つき大会(ﾎﾞｰｲ) 
18(金)マリア会新年会 
19(土)10:30子ども部屋 
26(土)要約筆記付きミサ 
  (日)ヨセフ会新年会 
  (日)ヨセフ会班長会 

 1(日)世界平和の日 
17(木)司祭協議会 
18(金)～25日ｷﾘｽﾄ教

一致祈祷週間 
20(日)信徒協「司教を囲

む新年の集い」 
27(日)児童福祉の日

特別献金 

受 洗 結 婚 

帰 天 

転 出 

 ♡  お幸せに ♡ 

 ご冥福をお祈り致します 

 いつまでもお元気で 

 おめでとうございます 

橋詰令太郎 ♡ 小さき花のﾃﾚｼﾞｱ内山優子  ﾏﾘｱ TRAN MON DIEM 

 ﾖﾊﾈ 水野健資 （86歳） 

 ﾏｸﾞﾀﾞﾚﾅ 松原ハツ （95歳） 

 ﾏﾘｱ 大沼満理奈 （46歳） 

 ﾏﾘｱ･ｾｼﾘｱ 加藤妙子 （93歳） 

 ﾃﾚｼﾞｱ 福本邦江   （片瀬教会） 

 

南 
山 

句 

会 
  
 
 
 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
七
日 

信  者  の  消  息 

11月は1.040.000円の維持費が納め

られました。有難うございました。 

教

会

維

持

費 

教会の維持・運営・宣教活動は、教会信者

全員が毎月納める維持費によってまかなわ

れますので、よろしくお願いします。 
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